
 
 

令和２年度 政府業務継続に関する評価等有識者会議（第１回） 

議事概要 

 

１． 会議の概要 

日 時：令和２年９月 28日（月）15：00～17：00 

場 所：中央合同庁舎第８号館６階共用 623会議室 

出席者： 

[委員]  大林委員（座長）、浅野委員、岩田委員、大原委員、指田委員、野口委員、 

紅谷委員、丸谷委員 

    [内閣府防災] 青柳政策統括官、村手審議官、内田審議官、小玉参事官、山田参事官 

市川企画官、古市企画官、前川参事官補佐、君塚研修員 

 

２． 議事概要 

（１）今年度の評価の進め方 

〇自己評価は、業務継続計画・マニュアル等への具体的な記載、会議等への具体的な位置

づけ、改善計画の内容に対して行うことが望ましい。 

 

〇有識者ヒアリングは、基本計画の進捗状況等の調査を重点項目として実施することが望

ましい。 

 

（２）首都直下地震緊急対策推進基本計画の進捗調査 

〇一部の評価項目で未達となっている事項は、改善の方向性を把握することが望ましい。 

 

〇定性的な目標にとどまっている事項は、目標の具体化と取組内容の深堀りを行うことが

望ましい。 

 

（３）帰宅困難者対策の省庁ヒアリング結果について 

〇帰宅困難者対策は大きなテーマであり、今回のヒアリング結果を踏まえつつ、継続的に

取組むことが望ましい。 

 



 
 

 

（４）省庁横断的課題に対する取組 

〇立川の代替庁舎への移動、災害対策本部の設置準備、複数の非常時通信無線等を使った

連絡を実施項目として、省庁横断的に訓練することが望ましい。 

 

〇首都直下型地震では、一週間程度の停電が想定されるため、発電設備への燃料補給訓練

を実施することが望ましい。 

 

〇各省庁の業務継続計画を踏まえ、参集対象者向けの宿舎を確保することが望ましい。 

 

以 上 


